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原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
規
制
基
準
に
避
難
計
画
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書

原
子
力
規
制
委
員
会
が
公
表
し
て
い
る
資
料
で
は
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
新
規
制
基
準
（
「
新
規
制
基
準
」
と
い

う
。
）
の
前
提
と
し
て
、
「
平
成
二
十
四
年
六
月
に
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
法
改
正
が
行
わ
れ
」
た
こ
と
、
「
日
本
で
は
、

積
極
的
に
海
外
の
知
見
を
導
入
し
、
不
確
実
な
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
安
全
の
向
上
を
目
指
す
姿
勢
に
欠
け
て
い
た
」
な
ど
と
い

う
記
述
が
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
新
規
制
基
準
に
は
周
辺
住
民
の
避
難
計
画
に
関
す
る
事
項
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
「
事
故
の

教
訓
を
踏
ま
え
た
」
内
容
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
新
規
制
基
準
に
つ
い
て
、
「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
反
省
や
国
内
外
か
ら

の
指
摘
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た
」
と
主
張
す
る
も
の
の
、
新
規
制
基
準
に
は
、
「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
の
反
省
や
国
内
外
か
ら
の
指
摘
」
は
十
分
に
は
生
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
内
容
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す

る
。

一

原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
規
制
基
準
に
は
、
万
が
一
の
事
故
の
際
の
周
辺
住
民
の
避
難
計
画
に
関
す
る
事
項
が
含
ま
れ
て

い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
認
識
で
良
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

ア
メ
リ
カ
の
原
子
力
規
制
委
員
会
に
は
、
万
が
一
の
事
故
の
際
の
実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画
が
策
定
で
き
な
け
れ
ば
、
原

一



子
力
発
電
を
稼
働
さ
せ
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
政
府
も
そ
れ
を
認
識
し
て
い
る
か
。
政
府
の
見

解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

日
本
に
お
い
て
も
、
万
が
一
の
事
故
の
際
に
実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画
、
す
な
わ
ち
影
響
を
受
け
る
地
域
の
住
民
が
速
や

か
に
避
難
で
き
る
計
画
が
な
け
れ
ば
、
住
民
は
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
等
に
よ
り
、
生
命
の
危
機
や
健
康
被
害
等
の
極
め
て

危
険
な
状
態
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
政
府
は
実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
住
民
へ
の
危
険

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
そ
れ
を
回
避
す
る
方
法
が
ど
う
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

日
本
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
規
制
基
準
に
、
万
が
一
の
事
故
の
際
に
実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画
の
策
定
を
盛
り
込
む

べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


